




The Investigation of the Effect of Emotional


















4） ストレス反応： SRS-18（鈴木ら, 1997）
5）うつ症状：日本語版CES-D（島ら, 1985）
実験課題：


























あった（順に，F（2, 41） ＝ 5.01, p＜ .05; F（2, 41） ＝ 2.48, 
p＜ .10 ; Figure １）。単純主効果の検定の結果，感情抑制
群は受容試行よりも拒絶試行の３試行全てのポジティブ感
情が有意に低いことが示された。ネガティブ感情において
は，時期の主効果のみが有意であった（F（2, 51） ＝ 8.25, 
p＜ .01; Figure ２）。
考察
　本研究の結果から感情抑制群は，ネガティブ感情が一度
増加した後に低減したこととは反して，ポジティブ感情は
一度低減してしまうと回復に至ることがなかった。これま
で，多くの研究が感情抑制によるネガティブ感情の増加に
焦点を当ててきたが，今回の結果から，感情抑制を行うこ
とでポジティブ感情が低減し，その低減した状態からの回
復の難しさが精神的健康度に負の影響を及ぼしている可能
性が示唆された。
　本研究は治療場面においてネガティブ感情の低減だけで
なくポジティブ感情の増加への介入の必要性についての基
礎的な知見となったという点で意義のある研究であったと
考える。
Figure １
　感情抑制と感情表出による
ポジティブ感情の変化につ
いての検討
Figure ２
　感情抑制と感情表出による
ネガティブ感情の変化につ
いての検討
